
  教育目標：心豊かに たくましく伸びていく子ども 

 

 

 

 

 

 

本校では、「生命を大切にする子ども」を学校経営の重点にしています。この「生命」には、自他の命、

人権、健康、生き方という意味をもたせています。そこで、自他を尊重することを学ぶ道徳、命を守るた

めの安全教育、健康な生き方を目指す体力づくりや健康教育を丁寧に進めているところです。 

「市小学生陸上記録会」に６年生出場＆５年生が壮行式を企画運営 

 運動会の取組と並行して陸上練習もしてきた６年生。天童市内すべての６年生が出場

する記録会に向けて、目標記録をもってのぞみました。日頃１４人での活動が主な６年

生ですが、大勢の中でも自分の力を発揮することがたくましさで

もあります。その結果、自己ベストが出せた達成感がまた自信に

なりました。そんな６年生に対して５年生も挑戦しました。運動

会の取組を生かして６年生の壮行式を企画し、元気な応援をしま

した。学校全体のトップになって活動する体験は、緊張もしなが

ら、上を目指した意気込みのある態度が見えました。 

頼もしさがみえたプール開き 

プールの草取り、床みがきなどの準備を事前に行い、１１日にプール開きを

行いました。今年のめあて発表では、６年生が「全員が２００ｍ完泳を目指し

ます！」と堂々と言い切りました。自分に対して挑戦する頼もしい態度です。 

早速、学年ごとにプールでの授業が始まっています。水泳は命を守る学習でもあり、自分に「距離」とい

う目標を設定しやすい運動なので、体力と粘り強さを養います。一人一人の粘りを引き出していけるよう

に指導していきます。 

「命を守る」こともめあてに入れた川の体験活動  

おらほの学校づくり委員の方やＰＴＡボランティアの方々にお世話

になって、今年も地域の自然の中での体験活動を行うことができました。

１年生～４年生が、立谷川で、魚やオタマジャクシを捕ったり、川の水

の気持ちよさを楽しんだり、充実の時間を過ごしました。中学年は自転

車で往復、低学年は徒歩とバスを使って安全の学習もしました。 

健康な歯を保つ意識を高めましょう 

５月で一通りの健康診断が終わりました。健康診断の結果を生かしてより健康な体にしていくことは、

これから未来を生きる子どもたちには、大事なことです。これは、学校だけで成果をあげられることでは

ありません。実は、虫歯をもつ子が大変多く、心配しています。歯周病がいろいろな病気の原因とも言わ

れる現代です。予防・治療をしっかりして、健康な歯、口腔を保つ意識を高めてほしいと思います。 
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☆☆７月の予定☆☆ 

 

１日（水）授業参観・ＰＴＡ研修会・学級懇談会 

２日（木）通学班長会 

３日（金）モンテディオ山形夢クラス（4年～6年） 

６日（月）授業研究会（２年・６年） 

８日（水）～１０日（金）５年宿泊学習 

（朝日少年自然の家） 

１２日（日）地区交通安全大会 

１３日（月）～１７日（金）全校テスト 

１４日（火）全校朝会 クラブ活動 

１６日（木）いじめ防止対策委員会 

１７日（金）教室床みがきワックス塗布 

１９日（日）市総体水泳競技大会 

２１日（火）廊下床みがきワックス塗布 

２２日（水）職員会議 

２３日（木）全校朝会・通学班会 

２４日（金）～８月１９日（水）夏季休業 

＊２４日（金）～２７日（月） 

     四谷小学校との夏の交歓会 

プール開放日 ７/２９・８/５・８/１７・８/１８ 

６月の授業―「学びを広げる時期」の指導  

―――自分の考えを言葉にする力を伸ばす――― 

将来にわたって生きる力を育むために、すべての授業の中で、考えたこと

を言葉にする学習活動を重視しています。 

人間は、言葉で考え、言葉で理解し、言葉を介して周囲とつながるという

生活を送っています。自立を目指す教育では、言葉で表現していく力を伸ば

していくのが授業の中心といってもいいくらいです。 

例えば、川の体験活動では、自然や人に対して、様々な心の動きがあった

はずです。それを、言葉にして、振り返ったり、友達と思いをやりとりした

りすることで、「学び」になります。「あれは、こういうことだったんだな。」

「あの時は、夢中だったけど、見守っていただいたからできたんだ

な。」「自分は気づかなかったけど、こんなこともあったんだな。」と

いうように。「体験」を「経験」にして

いく作業が授業で行われないと、次に

生かすことができません。 

そこで、干布小では、体験活動の後

には、必ず書く活動や振り返りを話し

合う授業を行っています。日常の教科の授業でも、「自分の考え」を「話す

こと」「書くこと」に時間をとるようにしています。 

６月１日（月）開催 

第１回学校評議員会 

【学校評議員の方々】 

水戸部光昭公民館長・高橋一郎教育後援会顧問 

花輪昌実区長会代表・鈴木修史元ＰＴＡ会長 

奥山泰子人権擁護委員 

 校長からの今年度の学校経営の説明と授業通覧

後、各評議員の方々よりご意見をいただきました。  

【主なご意見】 

○子どもたちの活動も、前年踏襲ばかりでなく、違

うことをする、揉めるということもあっていい。

そこを乗り越えたときに満足感がある。殻を破っ

て新しい取組に挑戦した時には地区や親が大い

に褒めていけるようにしたい。 

○人口減少に伴い児童数も減少する時代。地方創生

の考え方で、学校でも創意ある教育活動を。 

○一人一人の誕生日を掲示している教室もあり、一

人一人を大切にしている表れである。 

○学校も困っていることや子どもの課題をはっき

り示していくことが必要である。 

→ご意見を十分に参考にして善処してまいります。 

ありがとうございました。 


